
若手農業者を核とした持続的農業の確立

～ 秋まき小麦収量と経営能力の向上に向けた取り組み ～

十勝農業改良普及センター 地域第一係

１ 活動対象及び概要

帯広市戸蔦地域のＪＡ青年部員や若手農業者は、栽培技術向上に対する関心が高い。

Ｒ３年度から若手農業者４戸と活動を開始し、現在は６戸と活動を展開している。

２ 背景・ねらい

山麓周辺部に位置する戸蔦地

域は、積算気温と日射量が少な

く作物生産性の向上が課題。

主力品目小麦の地域に適した

栽培方法確立とほ場条件の改善

による安定生産を目指す活動を

開始。また、将来の規模拡大に備えるため、経営能力向上に関する取り組みを掲げた。

３ 活動の経過

(１) 小麦収量ＵＰに向けて ～ 小麦追肥量の助言・追肥量の検証 ～

(２)ほ場条件改善に向けて ～ ほ場改善効果の検・改善策の協議 ～

(３) 収益性の把握 ～経営能力向上に向けて～

・気象ﾃﾞｰﾀ(2016～2020年平均値)

積算気温 降水量 日射量

(℃) (mm) (MJ/㎡)

対象地域 2890.1 710.1 2024.4

市中央部 2955.8 717.0 2515.5

※帯広市気象観測ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ
※積算期間：4/17～10/31 (198日間)
※対象地域：最寄りの観測地点(清川地区)データを引用
※市中央部：川西地区（帯広市農業技術ｾﾝﾀｰ敷地内)

日射量が少ないと

光合成量も減少

養分生産量が減り、
生産面で不利･･･

活動４

現状の取り組みを把握して
新たな改善策を協議！

活動６

経営シミュレーション実施！

活動２

試験ほで追肥量を検証！

活動１

起生期の追肥量を提案！

活動３

全層心土破砕機施工２年目の
ほ場で調査を実施！

活動５

生産費を押さえ、分析ツールで
収益性を可視化！



４ 活動の成果

５ 今後の対応

本年の成果を基に、令和６年産秋まき小麦の収量向上に向けた支援を継続する。

経営管理技術の向上に向け、経営計画の検討を目指す。
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(1)小麦の起生期追肥量改善

農業者の意見・感想

(3)ほ場条件の改善

(４)経営能力の向上

提案どおり追肥した農家が４戸から５戸に！

(２)小麦の適正窒素追肥量の検証 試験で起生期・幼形期の適正追肥量を推測！

地域の最適な追肥体系が

見えてきた!! (^o^)

の発生が

なければ、もっと獲れた

はず・・・ (>_<)

ほ場改善効果を確認 ＆ 新たな取り組み実施で合意

チャレンジが大切!!

課題も見えた (^o^)

農業者の意見・感想

根部乾物重

未施工区対比(％)

施工区 119

未施区 100

規模拡大の模索に向けた経営シミュレーションが実現

農業者の意見・感想

農家Ａ 農家B 農家Ｃ 農家Ｄ 農家Ｅ 農家Ｆ

○ ○ × × ○ ×

全６戸

 ・pH矯正資材の適正化(農家B・E) ・暗きょの点検(B･E)

 ・輪作体系の改善(農家E) ・緑肥の導入(農家A・B・E)   

農家Ａ 農家Ｂ 農家Ｃ 農家Ｄ 農家Ｅ 農家Ｆ


